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活動の目的


成果物


IPv6 家庭用ルータ SWG

インターネット利用者がスムーズにIPv6環境に対応できるように
ISPのIPv6サービス提供に必要な家庭内ルータ機能のベースライン
（最小限の共通認識）をインターネット利用者の視点からまとめる

「IPv6 家庭用ルータガイドライン」



• 2000 年代後半、IPv6 の仕様は揃っていたが実サービスは
まだまだ少なく、ISP もベンダーも手探り状態だった。


• 集まって IPv6 ルータの仕様のガイドラインを作ることに。


• 協議会にて「IPv6 家庭用ルータ SWG」として活動開始。

家庭用ルータの IPv6 対応の必要性



1. はじめに

2. ISP への接続機能

3. アドレス割り当て手法

4. 外部からのアクセス制御機能

5. DNSプロキシ／リゾルバ機能

6. 宅内ネットワークへの情報配布機能

7. ルーティング／マルチキャスト機能

8. サービス側の設定手法

9. おわりに

IPv6 家庭用ルータガイドライン 第1版

■ 目次



第1版の要件の例

• IPv4 では ISP から(アドレスではなく)プレフィクスの割り当てを受ける
方法は標準化がなされなかった。IPv6 ではそのために DHCPv6-PD が
開発されたため、その旨を記述している。



• 2010 年 7 月発行 （第1版は 2009 年 6 月）


• 仕様書としての完成度を高めた。


• 要件にナンバリング、説明の追記、等


• 第1版発行後に発展した技術や課題に対応した。


• IPv4 over IPv6 技術 (DS-Lite, MAP-E, ...)


• MTU の問題に言及

ガイドライン第2版への改版



2010/7 IPv6 家庭用ルータガイドライン 第2版


2014/6 Broadband Forum TR-124i2 との比較文書


2017/6 IETF RFC7084 との比較文書


2019/4 Broadband Forum TR-124i5 との比較文書


2020/8 IPv6マイグレーション技術の国内標準プロビジョニング方式 第1.0版


2021/10 IPv6マイグレーション技術の国内標準プロビジョニング方式 第1.1版

第2版発行以降の活動



• 体制：3 名の共同部会長による運営

部会長　藤崎 智宏　（NTT コミュニケーションズ株式会社）

部会長　川島 正伸　（NEC プラットフォームズ株式会社）

部会長　佐原 具幸　（株式会社インターネットイニシアティブ）


• 活動：月次のオンラインミーティング

各回の参加者は 6～8 名程度


• 議題

• 「ガイドライン」第3版の改訂作業

• その他、参加者からの相談など

2022 年の活動



• IPv6 普及にともない出てきた課題への対応


• インターネットサービス接続は IPv6 over IPv4 を削除し、     
IPv4 over IPv6 の記述を拡充


• RFC7084 や TR124 といった他の規格との整合性を確保


• 要件を GEN/WAN/LAN/SEC の 4 つに再分類

ガイドライン第3版の改訂方針



第3版の要件の例（ドラフト）



•「ガイドライン第3版」を一般公開


• IPv6 向け UPnP の検討（JAIPAとの共同作業）


•Broadband Forum TR-124 issue7 との比較文
書の作成（検討中）

来年の活動予定


